
富
士

山
と
湧

水
の

織
り

な
す

風
景

を
富

士
山

と
湧

水
の

織
り

な
す

風
景

を
継

承
す

る
た

め
に

忍
野
村

忍
野
村

の
概

要
（
１
）
位
置
等

○
忍
野
村

は
山

梨
県
の
南

東
部

○
忍
野
村

は
山

梨
県
の
南

東
部
、

富
士
山
の
北
麓
に
位
置
。

○
南

西
に
富

士
山

、
東

に
石

割
山

、
北
に
杓
子
山
、
南
に
大
平
山
の
山

岳
に
囲

ま
れ

、
西

は
富

士
山

麓
の

裾
野
が
広
が
り
、
中
心
部
は
標
高

94
0m

の
盆
地
状
の
地
形
。

（
２
）
土
地
利
用

農
用

地
9
.
1
%

森
林

5
3

7
%

そ
の

他
2
4
.
9
%

土
地

利
用

は
、
森

林
5
3
.7
％

と
過

半
数

、
農

用
地

9
.1
％

、
宅

地
6
.6
％

。
道

路
2

9
%

宅
地

6
.
6
%

5
3
.
7
%

2
.
9
%

水
面

・
河

川
・

水
路

2
.
7
%

（
３
）
法

規
制

等

○
村
南
西
端
は
国
立
公
園

特
別
地
域

東
部
の

○
村
南
西
端
は
国
立
公
園
・
特
別
地
域
、
東
部
の

山
林
は
保
安
林
が
点
在
。

○
盆

地
内

に
ま
と
ま
っ
た
農

用
地

区
域

。
○

村
全
体
が
都
市
計
画

域
南

部
は

風
○

村
全
体
が
都
市
計
画
区
域
で
、
南
西
部

に
は

風
致
地
区
が
指
定
。
用
途
地
域
は
な
い
。

（
４
）

歴
史

・
文

化

○
村
内
に
は
7
ヶ
所
の
縄
文
遺
跡
。

○
明
治
以
前
は
水
稲
栽
培
も
で
き
ず
、
人
々

は
ア
ワ
や

ヒ
エ
な
ど
の

雑
穀

栽
培

。
女

性
は

○
明
治
以
前
は
水
稲
栽
培
も
で
き
ず
、
人
々

は
ア
ワ
や

ヒ
な
ど
の

雑
穀

栽
培

。
女

性
は

養
蚕

と
機

織
り
、
男

性
は

馬
の

背
中

に
荷

物
を
積

ん
で
運

ぶ
「
駄

賃
馬

稼
ぎ
」
が

仕
事

。
明

治
以

降
は

屋
根

職
人

と
し
て
近

県
へ

出
か

け
る
人

が
多

か
っ
た
。

≪
忍
野
八
海
と
富
士
講
≫

古
来
人

は
富
士
山
を
多
様
な

古
来
人
々
は
、
富
士
山
を
多
様
な

信
仰
の
場
と
し
て
崇
拝
。

富
士

山
を
信

仰
す
る
集

団
に
富

士
講

が
あ
り
、
富

士
講

行
者

に
は

登
山

に
あ
た
っ
て
八

海
巡

り
を
す
る
修

法
が

あ
っ
た
。

あ
た
。
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(５
）
景
観
特
性

○
村

全
域

で
壮

大
な
富

士
山

眺
望

が
確

保
で
き

そ
れ

が
景

観
軸

○
村

全
域

で
壮

大
な
富

士
山

眺
望

が
確

保
で
き
、
そ
れ

が
景

観
軸

。

○
周

辺
は

な
だ
ら
か

な
里

山
景

観
が

広
が

り
、
そ
の

下
に
農

村
景

観
を
形

成
。

○
富

士
山

を
含

め
た
豊

か
な
自

然
環

境
と
人

々
の

営
み

が
調

和
し
た
景

観
が

村
の

特
性

。

村
の

景
観

形
成

へ
の

取
組

み

忍
野
村
ま
る
ご
と
庭
園
景
観
条
例
制
定

忍
野
村
ま
る
ご
と
庭
園
景
観
形
成
基
準
制
定

平
成
１
３
年

平
成
１
４
年

忍
野
村
ま
る
ご
と
庭
園
景
観
整
備
推
進
補
助
金
交
付

制
度
の
創
設

平
成
１
８
年

「
忍
野
八
海
」
が
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
の
構
成
資
産

と
な
る
よ
う
に
山
梨
県
に
支
援
要
請

制
度
の
創
設

と
な
る
よ
う
に
山
梨
県
に
支
援
要
請

景
観
行
政
団
体
と
な
る

平
成
２
３
年

街
な
み
環
境
整
備
事
業
の
着
手
（
国
土
交
通
省
補
助
事
業
）

忍
野
村
景
観
条
例
制
定

平
成
２
３
年

忍
野
村
景
観
条
例
制
定

忍
野
村
景
観
計
画
策
定

平
成
２
４
年

景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
の
着
手

（
山

梨
県

補
助

事
業

）

忍
野
村
ま
る
ご
と
庭
園
景
観
条
例

○
平

成
1
3
年

４
月

、
美

し
い
自

然
景

観
の

保
全

を
図

り
、
村

全
体

を
自

然
と
調

和
し
た
美

し
い

忍
野
庭
園
と
し
て
形

成
・
継

承
す
る
た
め
「
忍

野
村

ま
る
ご
と
庭

園
景

観
条

例
」
を
制

定

○
村

や
村

民
の

責
務

を
規

定
し
、
景

観
形

成
基

準
を
定

め
景

観
形

成
推

進
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

•
山

や
樹

林
地

と
調

和
し
た
街

並
み

山
や

樹
林

地
と
調

和
し
た
街

並
み

を
作

り
出

す
よ
う
に
工

夫
•
周

囲
の

家
屋

と
の

適
度

な
調

和
•
外

構
部

の
修

景
緑

化
と

庭
木

や
屋

敷
林

の
育

成

•
住

宅
の

様
式

は
和

風
を

原
則

と
し
、
屋

根
は

入
母

屋
、
切

妻
、
寄

棟
、
方

形

•
高

さ
は

１
５
ｍ

•
屋
外
に
設

け
る
設

備
は
、

露
出
し
な
い
よ
う
に

•
外

観
部

の
色

彩
は

白
や

茶
系

統
な
ど
自

然
素

材

（
重

点
区

域
は

１
０
ｍ
）

以
下

に

•
外

壁
は

道
路

境
界

か
ら
２
ｍ

以
上

後
退

し
た
位

置
に

茶
系

統
な
ど
自

然
素

材
が

持
つ
色

に

•
外

観
部

の
材

料
は

自
然

と
調

和
す
る
も
の
を

•
外
周
は
生

垣
や
石

材
、
木

材
な
ど
天

然
の

素
材

で

以
上

後
退

し
た
位

置
に

補
助
制
度

の
創

設

平
成

1
4
年

4
月

、
条

例
制

定
に
あ
わ

せ
「
景

観
整

備
推

進
補

助
金

」
を
設

け
、

景
観
形
成
に
協
力
し
て
く
れ
る
村
民
の
負
担
軽
減
の
実
施

景
観
形
成
に
協
力
し
て
く
れ
る
村
民
の
負
担
軽
減
の
実
施
。

①
鉄
板
葺
き
屋
根
の
塗
り
替
え

○
指
定
色

こ
げ
茶
色

（
社

）
日

本
塗

料
工

業
会

（
A
１
５
-
２
０
B
）

マ
ン
セ
ル

値
５
Ｙ
Ｒ
2
/
1

○
補
助
率
2
/
3

限
度
1
0
万

○
補
助
率
2
/
3

限
度
1
0
万
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②
茅

葺
き
替

え

○
３
万

円
/
坪

上
限

３
０
０
万

円

③
生
け
垣

③
生
け
垣

○
植
栽
本
数
や
樹
高
を
規
定

○
イ
チ
イ
・
マ
サ

キ
・
ヒ
バ

、
ハ

ナ
ミ

ズ
等
の
樹
種
を
指
定
。

○
補

助
率

2
/
3

限
度

1
0
万

富
士

山
世

界
文

化
遺

産
登

録
へ

向
け

た
動

き
と

景
観

法
の

活
用

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
取
り
組
み
に
着
手

（
平
成
１
７
年
）

（
平
成
１
７
年
）

街
な

環
境

整
備

事
業

（
国
交
省
補
助
）

着
手

+
街

な
み

環
境

整
備

事
業

（
国
交
省
補
助
）
に
着

手
（
平

成
１
８
年

度
忍

野
八

海
地

区
） +

景
観

法
の

活
用

+
景

観
法

活
用

○
平

成
１
６
年

景
観

法
の

制
定

で
国

も
美

し
く
風

格
の

あ
る
国

土
形

成
に
舵

切
り
。

○
地

方
自

治
体

の
計

画
や

条
例

等
に
、
実

効
性

・
法

的
強

制
力

を
付

与
。

忍
野

村
ま
る
ご
と
庭

園
条

例
の

平
成
２
３
年
９
月

忍
野

村
ま
る
ご
と
庭

園
条

例
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

平
成

３
年
９
月

景
観

法
に
基

づ
く
景
観
計
画

の
策

定

景
観
計
画
を
策
定
す
る
た
め

○
景

観
資

源
等

の
再

調
査

○
世

界
遺

産
の

価
値

基
準

を
目
標

○
世

界
遺

産
の

価
値

基
準

を
目
標

○
「
忍

野
八

海
」
文

化
財

と
し
て
保

存
管

理
○

住
民

視
点

○
住

民
視

点
「
こ
こ
の
景
観
が
好
き
で
住
ん
で
い
る
！
」

「
忍

野
八

海
の

賑
わ

い
の

た
め
に
長

年
努

力
し
て
き
た
！

」
「
忍

野
八

海
の

賑
わ

い
の

た
め
に
長

年
努

力
し
て
き
た
！

」

策
定
委

会
学
識

経
験

者
体

策
定
委
員
会

で
は

、
県
内

外
の

学
識

経
験

者
、
団

体
代

表
を
は

じ
め
、
利

害
関

係
あ
る
事

業
者

等
も
参

加
し
、

表 様
々
な
視
点
で
検
討

。
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湧
池

湧
池

水
車

水
車

こ
ん
な
に
変
わ

っ
た
！

こ
ん
な
に
変
わ

っ
た
！

で
も
、
自

然
の

ま
ま
で
何

も
し
な
い
こ
と
が

あ
る
わ
け
は
な
い
し
・
・

行
政
と
し
て
は

村
民
の
生
業
や

生
活
の

行
政
と
し
て
は
、
村
民
の
生
業
や

生
活
の

糧
が

あ
り
、
活

力
も
あ
っ
て
、
は

じ
め
て
景

観
と
い
う
財

産
を
活

か
す
こ
と
も
残

す
こ
と

も
き
る
と
考
え
ま
す

も
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

鏡
池

鏡
池

菖
蒲

池
菖

蒲
池
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銚
子

池
銚

子
池

良
い
景
観

景
観
に
配
慮
が
必
要
な
も
の

景
観
形
成
の
目
標

目
標

１
水

と
緑

が
美

し
い

魅
力

あ
ふ

れ
る
景

観
づ
く
り

景
観
形
成
の
目
標

目
標

１
水

と
緑

が
美

し
い
、
魅

力
あ
ふ

れ
る
景

観
づ
く
り

目
標

２
い
つ
も
で
も
人

の
心

を
引

き
つ
け
る
景

観
づ
く
り

目
標

２
い
つ
も
で
も
人

の
心

を
引

き
つ
け
る
景

観
づ
く
り

実
現
の
た
め
に

景
観
形

成
の

基
本
方
針

実
現
の
た
め
に 行

政
・

住
民

・
事

業
者

の
基

本
的

役
割

を
具

体
的

な
方

策
と

し
て

短
中

長
期

に
分

け
て

掲
げ

て
い

る
景

観
形

成
の

基
本
方
針

①
富

士
山

の
眺

望
の

確
保

②
自

然
環

境
と
の
調

和

分
け

て
掲

げ
て

い
る

。

○
河

川
・

湧
水

の
水

質
改

善
○

湧
水

量
の

確
保

②
自

然
環

境
と
の
調

和
③

固
有
の
風
土
や
歴
史
･文

化
の
尊
重

④
忍

野
村

固
有

の
景

観
の

創
出

⑤
分

か
り
や
す
く
利

用
し
や
す
い
景

観
形

成

○
湧

水
量

の
確

保
○

歴
史

、
文

化
の

記
録

、
伝

承
○

良
好

な
景

観
づ

く
り

○
河

川
環

境
の

整
備

⑤
分

か
り
や
す
く
利

用
し
や
す
い
景

観
形

成
⑥

一
丸

と
な
っ
た
景

観
形

成
○

河
川

環
境

の
整

備
○

天
然

記
念

物
忍

野
八

海
の

周
知
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忍
草
地
区

水
辺
景
観
形
成

重
点
区
域

景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
区
域

L＝
1
7k

L＝
1.
7k
m

忍
草

地
区

水
辺

景
観

形
成

重
点

区
域

重
点

区
域

街
な
み

環
境
整
備
事
業
区
域

街
な
み

環
境
整
備
事
業
区
域

A
=2
6h

a(
概

ね
重

点
区

域
）

重
点

区
域

に
お
け
る
具

体
的

な
施

策

■
住

民

○
建
物
の
建
替
え
時
は
改
正
基
準
で
誘
導

○
景

観
阻

害
物

件
の

除
却

○
売

店
等

の
修

景

○
生

活
排

水
の

直
接

排
水

を
下

水
道

等
へ

○
生

活
排

水
の

直
接

排
水

を
下

水
道

等

■
行

政

○
公

共
施

設
の

修
景

○
公

共
施

設
の

修
景

○
街
な
み
や
眺
望
を
阻
害
す
る
電
柱
の
地
中
化

○
道

路
舗

装
の

修
景

○
道

路
舗

装
の

修
景

○
新

名
庄

川
・
桂

川
沿

い
の

遊
歩

道
整

備

地
水

水
制

限
○

地
下
水

の
取

水
制

限

建
築

物
を
改
正
景
観
形
成
基
準
で
誘
導

改
正

基
準

で
は

、
建

築
面

積
１
０
㎡

を
超

え
る
家

屋
な
ど
を
新

築
す
る
場

合
等

は
、

外
壁

の
色

は
白

、
黄

土
色

、
茶

色
系

統
と
し
、
屋

根
の

形
状

は
周

辺
と
調

和
さ
せ

、
色

は
こ
げ
茶

色
の

よ
う
な
落

ち
着

い
た

色
と
す
る
よ
う
定

め
た
。

重
点
区
域
で
は
、
建
物
高
さ
を
10

ｍ
以

下
と
し
、
か

や
ぶ

き
民

家
等

の
周

辺
に
建

築

す
る
場
合
は

屋
根
と
外
壁
は
共

通
性
の

あ
る
色
彩

を
基
調

と
す
る
こ
と
と
し
た

す
る
場
合
は
、
屋
根
と
外
壁
は
共

通
性
の

あ
る
色
彩

を
基
調

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

自
動
販
売

機
の

修
景
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売
店
等
を
自
然
景
観
と
調
和
し
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
意
匠

に
変
更

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
意
匠

に
変
更

橋
梁
の
修

景

眺
望

を
阻

害
す
る
電

柱
の

地
中

化
眺
望
を
阻
害
す
る
電

線
の

除
却
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道
路
舗
装
の
修
景
と
電
線
類
の
地
中
化
①

道
路
舗
装

の
修

景
②

地
下
水
保
全
条
例
の
制
定

平
成
２
３
年
９
月
、
水
辺
景
観
の
根
源
で
あ
る
地
下
水
を
保
全
及
び
地
盤

沈
下
を
防
ぐ
た
め
、
販
売
を
目
的
に
し
た
地
下
水
の
新
た
な
採
取
を
原
則
禁

沈
下
を
防
ぐ

、
販
売
を
目
的

地
下
水

新
な
採
取
を
原
則
禁

止
す
る
条
例
を
独
自
に
制
定
。

条
例

は
、
地

下
水

を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

等
で
村
外
に
搬
出
し
て
売
る

等
で
村
外
に
搬
出
し
て
売
る

こ
と
を
禁

じ
た
。

第
１
条

に
は

「
地

下
水

の
採

取
に
必
要
な
規
制
を
行
い

取
に
必
要
な
規
制
を
行
い
、

地
域
住
民
の
恒
久
的
な
生

活
用

水
を
確

保
」
な
ど
と
記

載
し

村
外
で
の

商
業
目
的

載
し
、
村
外
で
の

商
業
目
的

よ
り
も
村
民
生
活
を
重
視
し

た
。

Q
：
忍
野
村
の
風
景
と
は
？

A
：

期
の

言
葉

は
「
富

士
山

を
み

た
い
な
あ
」
だ
っ
た
と
い
う
。

１
９
７
２
年

に
死

去
し
た
写

真
家

の
岡

田
紅

陽
今

年
は

没
１
９
７
２
年

に
死

去
し
た
写

真
家

の
岡

田
紅

陽
。
今

年
は

没
後
４
０
年
に
な
る
。

生
涯

１
０
万

枚
以

上
の

富
士

山
写

真
を
撮

っ
た
と
い
わ
れ
る

生
涯

１
０
万

枚
以

上
の

富
士

山
写

真
を
撮

っ
た
と
い
わ
れ
る

第
一
人
者
が
数
多
く
残
し
た
、
麓
か
ら
の
富
士
山
の
写
真
。

忍
野

富
士

も
そ
う

「
忍

野
は

紅
陽
が

特
に
愛

し
た
地

何
回

忍
野

富
士

も
そ
う
。
「
忍

野
は

紅
陽
が

特
に
愛

し
た
地

。
何

回
足
を
運
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
」
と
、
妻
ち
ゑ
子
さ
ん
が
か
つ
て

話
し
て
い
た

（
山

梨
日

々
新

聞
「
風

林
火

山
」
抜

粋
）

話
し
て
い
た
。
（
山

梨
日

々
新

聞
「
風

林
火

山
」
抜

粋
）

多
く
の
人

々
に
愛

さ
れ
続

け
る
忍

野
村

の
風

景
は

先
人
達

多
く
の
人

々
に
愛

さ
れ
続

け
る
忍

野
村

の
風

景
は

先
人
達

が
懸
命
に
生
活
す
る
中
で
、
守
り
育
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

現
在

に
活

き
る
我

々
が

愛
着

と
誇

り
を
持

っ
て
後

世
に
継

現
在

に
活

き
る
我

々
が

、
愛

着
と
誇

り
を
持

っ
て
後

世
に
継

承
し
て
く
。
そ
れ

が
忍

野
村

の
風

景
で
す
。
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